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健康・⽣活

運動・感覚

認知・⾏動

⾔語
コミュニケーション

⼈間関係
社会性

主な⾏事等 ・避難訓練 ・誕⽣⽇会 ・⼟曜⽇、⻑期休暇の外出活動やクッキング ・季節ごとのイベント ・保護者会

（別添資料１）

家族⽀援

・連絡ノートや送迎時の会話などで情報共有をします。
・定期⾯談以外にも必要に応じて⾯談を⾏い、
 不安や困りごとへの相談援助を⾏います。
・成⻑したこと・出来たこと等、嬉しかったことも共有します。

移⾏⽀援
・学校や相談⽀援事業所と情報交換や担当者会議を⾏い、
 ⽀援⽅針について話し合います。

地域⽀援・地域連携
・近隣の公共施設を利⽤します。（公園、図書館など）
・近隣のスーパーなどへの買い物を実施し⽀援します。
・地域のイベントへ参加して地域との交流機会を提供します。

職員の質の向上
・毎⽇ミーティングを⾏い、⽀援について話し合いをします。
・外部研修へ参加します。
・毎⽉、事業所会議を⾏います。

⽀ 援 内 容

・安⼼して過ごせるようにわかりやすい⽅法で個々の予定を表⽰します。
・時間を意識することや時計を活⽤する⼒を習得するために、個々の発達段階や特性に合わせて、タイマーなどを使⽤し、⽀援員と⼀緒に確認していきます。
・安⼼して楽しく過ごせる場所を提供します。

・個別活動や集団活動で⾝体を動かす楽しさを知り、楽しみな活動を通して、⾝体機能の維持・向上を図ります。
・トレーニング活動や遊びの中で筋⾁やバランスコントロールを意識し、姿勢保持を⽬標に⽀援します。
・楽しい雰囲気を作り、苦⼿なこと（指先づかい、ビジョントレーニング、体幹強化）にチャレンジ出来るよう⽀援します。本

⼈
⽀
援

・個別の部屋を⽤意したり、パーテーションを使⽤したりして刺激の少ない環境設定をします。
・個々の特性を理解し、各感覚を刺激して興味の幅を広げられるよう⽀援します。

・⾃分のしたいことや⼿伝ってほしい時に⽀援員が⾒本を⾒せたり、助⾔をして、⾔葉で伝えられるように⽀援します。
・気持ちに寄り添った⾔葉がけに努め、こどもが安⼼して気持ちを出せるように⽀援します。

・集団遊びを通して、順番に⾏う・ルールを守ることを⾝につけられるように⽀援します。
・外出をして公共交通機関や施設等を利⽤し、様々な経験を積み社会⽣活に必要なスキルを⾝につけます。

⽀援⽅針

・主役はこども。こどもの思いを尊重し楽しく安⼼できる居場所を作ります。
・こども１⼈１⼈の個性を⼤切にし⾃⼰肯定感を⾼められるよう⽀援します。
・⾃⽴に向け⽣活の質を⾼めるサポートをして、こどもたちの将来に向け⼀緒に歩みます。
・家族が⼼のゆとりをもって⽣活できるようサポートします。

営業時間 送迎実施の有無

法⼈（事業所）理念 こども・家族・⽀援者 みんな笑顔でみんなハッピー！

事業所名 まつの塾 作成⽇⽀援プログラム（参考様式）


